
参考様式第１及び参考様式第４の別添３

★ Ｄ 17 - 1 - 8

東日本大震災の記録を教訓として後世に引き継いでいくため、発災以降の名取市の状況を

時系列的に記録したドキュメント映像と収集した震災の記録や情報等をまとめた震災記録誌の

作成に取り組む。

併せて、平成２４年度から取り組んできた、津波で流失、回収した写真等を、歴史、習慣

等を知る貴重な資料として保存活用を図るべく津波流失物（写真等）デジタル化に係る委託料

を引き続き措置するもの。

【平成２５年度】

〔事業内容〕

１　震災記録映像等作成事業

①ドキュメント映像制作業務委託一式　　　１０，０００千円

　　　約６０分　ＤＶＤ３００枚プレス含む

②震災記録誌作成業務委託一式　　　　　　１０，０００千円

　　　Ａ４判　４００頁　フルカラー　　７００部印刷製本

　　　冊子をＰＤＦ化したＤＶＤ１００枚含む

　　　　　　　　　　　　　　　　計２０，０００千円

２　津波流失物（写真等）デジタル化事業業務委託一式

　　　４，５５０千円

合計　　　２４，５５０千円

（付記）

　　本事業は、平成２４年度からの継続事業であり、第２回の復興交付金の効果促進

事業として２，１００千円、市街地効果促進事業として１，１５０千円の

３，２５０千円で年度途中から開始した経過がある。

※ この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 細要素事業名 東日本大震災記録・保存事業

細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。


